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司法 東 守員巡査 部 長 |

全社 大 川人株 式 会 社らに 対する外因及び外国人 反 (人
5 本件用 流 信の 解 下にづい て 、 参考 文献を 精査 し
潮 骨 した事項は 、 次 のと おり であるから報告する 。

記

』 経線と 目的

栓 出折 易 管理 人 (以下 [輸出 令」という 。) 列 表 第 1 の 3 の 2 の項 (2) では 」

軍用 の不 上製剤の時 発、製 造 若 じくは 散布用いら れる薄胃

本件対象貨物

は

いう 。) 第 2 条の 8 第 2 項 第天 号 の二に お いて

叶 寺操回 であっ て 、 決のイか ら へ までの全てに 該当する も の
イ -- 水 分 林 系 基 が 1 時 間 あたり 0. 4 キロ グラ ム 以上 4 0 0 キロ

グラ ム 以 下のも の

警視庁

等として輸出 を 規制する 貨物 を 定めて いると ころ、同 (2) 5 の 2 に おいて 、|

と

時
て

をその規制 貨物と して 掲げて いる 。 また、 本 山理人別表 弟 及び外国 ー
6 の失うき 移は拓 を定める 人 人 (2K 下 (人 -



(仁多 ) _-
1 玉子仁 1 0 マイクロ メー トル以下の 製品 を 製 和千す る こと
名能 な も の 又は順の最小 の 部分 品 の変更 で平均
子径 0 マイ クロ メー トル以 の提を製造する こと が可能

, な もの ・

> した介での湯は半をするこ Ezzcaeso|
- と 、、 和のに本寺 する仁和はつ いて庄め て いる. 1

デュアルキーの ) できると して、 和じ 込めに用いら
上 HR EDT LT クロスンこち守 用の半、 績 |
請電導 、 2 RR EE お いて 用 いられる |
回 HHN は は 和子状 物 所の吸入の放の 装還 無人艇

機 等EER し く は着明機 又は こ れ ら の

- 部分品 をザサス ト にし内出 / 和提供 引 規 骨の 対象 と し ている。
と 、人的に 解読し て いる に ーー 本 人科 ゆ部 分 参照 、

mw m+



-.《 供玉調 徐 等 災 続 用紙 ) ーー せき ー
7 考 文 献中の天台器の記載部 分 について村 査 したと ころ 、 文中 に

定 選 し た状態で 、 内部の 流菌 又は殺見 を するこ と が可能 な も の が |
休ま され て いる が、 これは 、. 肥ち 所を分解せ組み立て |
た状態で 、 共体が彰な い 状態に し て、 又は 製造作業 者 が 粉

、 人を匠 入した り 、 失 体 に接舟 した りす る こ と な く 内部 を 汰 前 ・導 |
' 上が できる全造を示し て いる。 これは制作和の 人 ー

である 。 _
と記載されている こと を徳認し た。 「 ( 供 料 ・@ 部分 |

3) 平成 29 和 H12 月 22 付 け、 TAN 導用 |
法人の 解 紀 ) の とお り、香各 の軍用に つい て 」 中 ににはゝ 法令
定め る 用箇避 S 涼労い SA

"な お、出人列表 第 1 中、 次の表の 1 和人第 1 の |
の本に掲ザ る 事項について 、 それぞれ [内 出人列表 第 1 ( これに基

、 づく人和信を人中人を医する各のに提びる本人 人
、 多 ! の千 に 揚げ る と こ ろ にしたが って解 洪 する も の と し・

等 と妃埋 きれ て お り、 _ 輸出 令 別 表第 1 の各 項 胡び代物等 省令にお ける同一
SH 計等は 、 『出久史表入 +1 人を もって 、し大の所を

: 適用するこ お判明 し でいる。

よっ て 、 ERR お プイ共生する条天 ・
ー 計 等が あっ た場合、 定め られている解包を 共通し て 適用 する こ と か ら 、
mA はは 間市

特における人移入和 2 朱の 2 和希第王の ニ (の へ の 規制と、
字 ー- 旬 同様の条文が 、 37 貢か ら 86 貢 に記のクロスフ ロ ーー クろ追用の装置の

警視凍



、 -( 供閥人等 総続用 紙 )

人 Ep いで も 補め 6 でいこと が章 朋 し た 。 ーー
38 頁に は

湊間 は 林間 する こ と が で き る も の
について ーー

5 人から 人ての生まてい、 る叙生 を除 本 あるいは当紅

ROY Ri ee
誤っ没用などを 行う にあたりとれらの物に対して党を及訂すす |
記さベー
に行う 操作である 。 また投 生は和 物 を区 大 させる者 し く克

、カを失わせる為 じ 行う 折 作 で ある。、

4. EE 全休 の 「クロス フロー 央 用 の jp
関連する 問い

で HA の人あるいは人 905 に

と 解騰し て いる。 | . 供料 ・ @W 也 |



。 っ
(信和 人放 ) | .

定置 した状態で内部の太 曽また は条半 を する こ と がで き るも の と
な って いますが 、 具体 的 付 ど の よう な半角 のこと を言うの で し ょ |
うか。

に つい そ で

ろ通 府 を半位に取り 付けた状RR
る ミ と が可能な装衛 のことを 言います。・ ・・ また大 菌また は芝
菌をする ごとができる も のとは物理 的 、 化学 的 手法によっ て 当 数
半か ら人全ての生き でいる微生物を 除 まある いは装置中の 和

在 的 な微生物 の倒委 能力 を 破 詩する こ と がで きるも の を言いま |
す 。 但し 、 了抽の作生物 の下を信 する ため の 太 剤など を
用いた処理 の み し かでき ないものは「波 菌 ・ 殺菌」の範嗜 では
ない。 すなわ ち池光処理し か で きないよ うに設計 された革較は 非
談 当です。 「 ーー 「

4 高光

- と 四答している こと を科肝 した . . . 伯 料 ・@ 部 分 参照 )|

Pe
ー店人 AH とができる も の :

BEN
EUCZYTSTPRZTYPPTPPPTTPTTYTP7 は 製
造作業者 が粉 体 を吸 し た り 、粒 体 に 換艇 したりす る こと な く 内 |

. 都 を 湊 菌 ・・ 末 前 ができる と いう 構造の装置 を対象とし 、
前 は 、 病靖 原 性を 有する 微生物 ( 舌 )、 ウ イルス 、大素 な ど才



- 
1 A
r

ー ( 供迷人生用 紙 ) - .
を胡全す 全て の 牧生 物 を系 の中 より取り際 く に 行う 操作 、 また |
殺菌は 、 微生物 を 死 玲 さ せる 若し ペは感集を 失わ せる 為に行うう

操作を意味 ーー

3 人攻に よって当間 か ら 全て での生き て いる委
時赤 かるいやの導な本牧 の人和カ |

する とこと ができる もので -
坊 する た め の朱処理のみ が で き



KN



9 年 ) 3(
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と

1! 軍 用 の 幼 曽 製莉の 開発、製 造 若しくは骨 布 に 用いら れる装叶
「 ー ー 輸出 令 別 表 第 1 の 3 の 2 の 項 (2)

[政令 ] ーー 「ドー ーーーー- | | |

3 の 2 (2) 傘 に 掲びる 貨物 であっ て、 軍用 の 弥商剤の開発 、 遇六基しく
、 は散布に用 い られ る 本置又はその部分品で ある も のの う ち 経六導 . ]

業 省令で 定める 仕様 のもやゥ p" 。 ...「 「 ー
物理 的 寺し込め区 用いら れる装置

開基 半 者 しく は移大 | 信 、. 抽人 しくは的 人 用 いること ができる半馬を

[内 記する AG の リスト :Augwst 20161
1. Containnnent jaciHities and elated eguipment
2. Permmgnters ] 」 ーー3. Centrifuga1 Separators 、 .、4. Cross (taagentia1) Flow Tilkration guipment .、
5. Preeze-drying Eouipmment 。6.Spraydrying quipment . -7. Protectiye and containm も eduiDinet
8. Aerosol jnhalation chamnbers 。 , .9. Spraying or fogging systems ad coxnponents therefore,

な



[参考 : 敵 係貨物の woo と (export Controt Classifioation NRumber USA/EDU) ]
(第 2 条の 2 第 2 | ECCN (0SA) | EU

8 の 2(2) 1 37E4 第 1 号イ ー | g
物理的封じ込め | 詩 じ 込め放談 第 本 イ MM ii0 の導 一 ーーーーー オー オキ ーー

アイ ソレ ー タ - 第 1 号 ロ ・ 2B352.g. 2 . 2B352.f. 2
3 の 2 . . | ua362232 第 2 号 ... 2B352.5 . 28352.5

- 遅る人 第 8 号。 | 28352ce | 小品 po:

mou) | | |クロ ススローる に ud ] 半生 | 98952 | 2085241 |

第 4 湯の 2 | 2B952.0:2 | .28352.d.2

- 第 5 号 ... | za52.@ .| 283526 |

3 第 5 の 2 すすい 335 た | 95352.
2B352. 1。 ] 品名か アー

で | eo |

RW 同じ知識その利用所系の有発 に了用 される
・ ... 吾 れれ もある。 多く の 国は 、 第 + 斉 で 少し触れて いるよううにれた 9.7 2 年の生物 ・

夫素兵器禁 上条約への 署名・ 朱準 民 よ っ て 、 生物 ・天素兵 器 の開発・生産・時蔵
取得の 根絶 に南サて 重要 な ー . 歩 を 申み 出し た 。 し かし 、 こご れ に よっ て生命利 .・.

学研 究 や応用 の 悪用 のリスク が排除されたわけ ではなく 、 依然とし て条約に
批准じていな い 国 ( 柳数国 は現在 も 生物 兵毅を 所 有や や生産 を行っている 疑いが
"ある 。 .) もあれ ば、 テロ . = ス トが生物寺素を 依用 する リサ リスク (バイ オテロ -

」 ザ ズ ム ) もある。 ] ・ミアューススグ人 するた に還な
み を疫 け て関連研究 開発・計 、製造及び 使用に係る 貨物 と 技術 の 取引 規制を

行っ ている 。 そして その柱 組み はぶ 軍用 品につい て は WA( ワッ セ ナー・ ア レ
ー ン ジメント )、 民生 用途 各につい て は AG (オース トラ リア ・ グルー の に よっ

て設けられている。 -

に



(2) 較計では 、 鶴 用 の 導次測 の 開発、 製造着しく は 艇 帝に 用 いる こと が (悪用 :\
- デュ アル ュ ユース) できる 閑 軒 し て 、 物 理 的 対じ 込めに 用いられる打 置、発 上

楠 、寺 人 分 議 作、 ク ロス フロ ー ろ過用 の装 諾、凍 結 乾奄 、 噴 紅 沖、物
理 的封じ込め 第 机人 お いて 用 いら れる 防護のた め の装思 、. 往了状 物狗の吸入
の 試験用の装置 、無人 航空 機 等に 搭載 する 様設設計 し た 噴 毅 如 もしく は煙公

-。 機 双 はこれ ら の 部 分 唱 を リス ト に し輸出 7 技術提供 取引 規制の対象 として いる
これら の装時 / 技術 は 、 加 用 の絡 曽 製測の 製造訂 備 等への 転用 可能性 を考
し特定 の 仁 穫に 決 あられ てで おり 、 我が国 に おいて も 同じ く 規制 対象 とし て
いる。 . ・
また、こ れ ら の規抽貸 物 ・信和に全 邊 に表する年 研究や製造保存

電 移に お おい て病原性 役 生 物 、ウィ ル ス 、 泰 素 等 の 感 多を防止 するた め の 兆れ - 抜
きれた人上し で いる と である 。:

〔 湖 考 」 - ]
- 生物 兵器 関連 次 機材につい ては 、 輸出 令別表 第 1 に よ る 直上以外 の 失和

, のがめ 奈 で ある以下も参照されたい。

: 、核 兵 朋 等の開発等 に 用 いられる おそれの 獲い 和 物 例
上 人!8 に 基づく 背け大藤

」 冬物穫の栓 出 蔽 下村 重たい て , '

10



- 1. 5. 2 噴 組 乾 燥 器

-$

- 省令第 2 条 の 2 第 2 項 第 五の二 呈 |

[者 令 ]

ーー ーー ーー デー
| 中 SH 過 坦 評深 間 み WbA・%S ミ や >MdSWA 来選 噴 eS

ー イ 水分 基 人大が 時間 あたり 0。 4 キロ グラ ム 以上 400 キ ログ ラム以下
のも の

ー ーー
ーー

- の 又は胡般革爆 機 の最小 の 部 分品の 変更で 平均 粒子 径 1 0 マイクロ メー
トル以下 の 製品を 製造すること が可能 なもの .
> 定置した 状態で内 部 の 波 菌又は殺菌を することがで きる も の

- ロ 平均 粒子 竹 1 0 マイクロ メーよトル以下 の 製品を 製造すること が可能な も

[用語 の 解 各 ] ( 之 用 通達 )
水分 蒸発量 | 1 時 間 あ た りの 最大の水分 蒸発 量 をいダ 。 .

' 最小の 部 分 唱 [ 噴 支ノ ズルの英換を 含む 。
の 論 更 。
平均 粒子 径 レーダー加 折 に より 測定 したも の を いう 。

[対応 する AG の サスト : Augast 2016] ーー
6. Spray-drying Equipment 、 - - 。 ーーSpray dying egtiprnent capgble of dryipg toxins or patbogeni jmicroorganisns pavingall | .ofthe foHowing Characteristicgr - 、 .-1. a Water evaporation Capacity of> 0.4 kgh and <400 ggh . ーー| Lthe ability to genexate a typical Tiean product parkicle size of <10 micronneteys witb ・:existing fittings or by mainimal maodification ofthe spxay-dryer witb atonnization nozgles, enabling generation ofthen required Dariiele sizei and ・ -。 需 .capable 0f being stexiHzed or sinfected in situ,

"竹久 療 護 ] .
(+) 概要 :

中義競 品とは 、 訟 体又は 流体・固体の 撮 合 物 を 気体 中 に 噴 朋 し て旬泊に 間
操ざせ 、 閉料示 体 を 製造する装置で、 填 爆 に 用 いる 気体は一 般 に 高温のも の を

| 用 いる 。噴 区電は、ス プレ ー ド テイ ヤー と も 呼ばれる。こ れ は 食品や医上
- 名 など熱で傷みや すい材料 を 整 謀させる 好 まし い 方 法である 。 変 定した各地 人

分 布 が 得 られる の で 、 角 婚 のよう な所 定 の 粒子宅間 さ れる 製 記 の 江 燥 に も

せ
」 G
a



イー ょ
シト

用いち れる 。 利燥 鋼 体 とし て は 一 般 に 空気 を 加熱 し て 用いる が 、 原料 の対 体 は
水 の他エグ ノールの よう な 可交性流体が 用いら れる こ と が あり 、 - 仁素ガスな ど
を 名 株体 とし て 用 いる場合ある。

. 調味eeET LN ニーの イシネタ ント ュー ヒー、 示系人料 、 加工卵
、 料 な どの食品 、顔 料 ... セ ラミ ックス 素材 、触、 粉末洗剤などの 産業 製品 、 更 ・

に は 、挑抗生物質 、 生当な どの必 各 など由 広い誠に利用 され て いる 。

これらの 散燥器のうち、 時間につき 0 4 ke 以上 、 EE
の林分著 発 能力を有 し 、 平均簿 子 径 1 0 マイ タロ メートル以下 の 絆 子 を 製造す
ること が可能なもので 、 かつ、 生生 し た汰で内 部 の渡 曽駐は半前する ことが
で きる も のだが規制 対象で わる 。 ここで平均斑子 竹 1 0 マイ クロメー トル以下 の .
辛子を 製造 する こと が可な もの と は 、 最小 の部分唱 交換によっ て 、 と の 条件
が 付きされ ている が 、 こ れは 、 噴二電燥 器に お いて は 、噴薩 ノズル の 交換は容
で ある の で、 市の抜 サ道 を 防ぐ 上 前 で 付さ れ でいる条件である 。

通常の中大 灯如の 、 生還と し ての拒は 次の D この で ある 。
_ の熱風閉生装四

体微粒化 装置. . - . -
液 休 間燥業置 " 。 .
粉 体製品 回 収 酸置・ ーー
和粉 回 収装置
計 装 制 衝 系人 @

 @'@ 
9 
9

PGW をを全う
賊した状態で 内 者 の計商は義曽 をする こ と が可能なものお着抽 対象でen こ Re 耶ち半 置を分解せず 組み立てた所 衣 で 、 間如符休が少

TDA にし て ッ - メ は製半作業者が体を明入し た り 、 輸 体に 接 角 し たりす
こと な く 内部を小 ・ 設 章が で きる 情途を 示している 。 これは 、 規制 対象叶wowpmes /
生物等 を人遇で 上 つ押和 間 で邊 し生物 の 先 を防ぐために 和
化を 進め、 和粉体 の平子径 は 1 0 以下と する こと が規制 対象である 。

や、

ーg8 .



1. 4。 クロ ス フ ロ ー ろ通用 の 装置
ーー 省令第 2 条 の 2 第 2 項 第 四 号

[省令 ] ーー

困 クロ スネフロ ーー ろ通用 の装旦 で あっ て 、 のイ 天びするもの
- (た だし、逆浸透 腹 を 用 いた もの を 際 く )

イ 有効 ろ過積の合計が + 平方 メー トル 以上の もの
ーー ロ 次 の (一 ) 又 は ( 二 ) に該当する も の ・ 、 ・

「 ト (一) 定 堂 し た 状態で 内部 の 波間 又は条 箇 をする こと が できる もの
ーー ( ニ ) 仁 い 捨ての 部 分量を 使用する も の

証 の 解多 ] ( 必通 ).
クロ ス フ ロ 供給 液 を膜 面 に沿っ て流し 、 FTTTTYPYTS79

| ろ過 用 の る ろ過 計を 用 いた もの をいう 。
装置 ]

以 のいずれか に 該当する も のを除く
ド 自入の次 化 を 行うた め に専用に

。 計 し た も の ーー

ろ過用 の部 分 品 と し て 用 いた も の

| (ー) 供絵散 を 中 空系 の外側流し 、

過 方 法 を 用 いたも の

も の

と 通過撤 の 排出される方 向が 一直

- あ る 側 の方 向 と 供給溢 の 排出昌 双
は廃棄がある 側 の 方向が 一直線

ーー リト 39.

ロ 次 の全て に 該当する 部分品のみを 上

用が 申 守 ※ の 内 便 た流れぁ ろ |

」 (中空 玄について、修給科の供給 ]

日 がある側 の 端 が 骨じち れ でいる

() 供准入の 供欠 唱志 ある 側 の 方 和

線上にあり か つ供 給 溢 の 供給口が

上 に ないろ 過村造に なって いる も |



- ュ

おできるも

汰 散又は 受 移 理 的手上 (例え ば 革 気 の 使用 ) あるい は化学 物質の 使用により 当
黄 す る こと 陵 装置から 全て の生き て いる 稚 生 物 を 附 去ある い は当該 角 中 の 壮在

的 な 微生物 の 伝染 能力を 破 撫 す るどとがで きる も の を いう。

ーー 旨 下装置中の 微生物の 硬 を 低 滅する

衝まな い 。

た め の 寿 将 娘 理 の みがで きる も の は 人

-| 使い 捨てで の. 回 限 り の 使用 ( 装 還 本体に取り人け、ろ 過 の ため に 使用した 後 、き
部 分品 「 革 部 分品を 取り 外すまで の 使用をいう 。 ) で 使い 捨て るもの で あっ

- ド K、 装置本條 か ら 取り 外し た状態で涼 曽 又は殺 遇 を し た 後 、孔 度 使用
けること の で き な い も の (取り 外し た 後 、そのまま 廃棄 するも の を 含

本 。 ) 導いう。 ーー ーー

[対応 する議講の スト: Angust 2016]
] * 4.Cross (tangentil) Fiow Fration Equipment

- 'adgents with a geirmioidal effect 、 "Disinfectlon' and 'sterilization' are disfinctrom 'sanitization', the

Cross (tangential) fiow fration eduipment capable of Separaiion of pathogenic micro-
organisms, Viruses, oxins Qrcell cultures having all the following characleristics:

a. total filtration area equal to or greater thah 1 square meftre: gnd

b. having any.of the following.characteristics::
1 capable of being sterilized or disinfected ニョリニュ pr

1. usjng disposable or single-use 人 itration componehnts _

(NLB. This controlexcludes reverse. OSmoSis equlpment. as specified by the manufacturer.) ・

Cross (tangential) flow jation cormPonents (8g modules, elements, cassettes, catridges, Init or
plates) with fltration area equal to or greater than 0.2 square metres for each component and
designed for use in Cross (tangehtiai) fow flNration equipment as specified above.

| Techmical note: デア control。 *sterilzed denotes the elimination ofal viable microbes fom the
equipment though the use of either physical (eg steam) or chemicaagenis. "Disinfected' denotes
he destruction of potential nicrobia infectivity in ihe equipment through fhe use of chemical

latter referring to cleaning procedures desjgned to lower he microbial content of equipmment wiihoutl
necessarily achieving elimination of al rmicrobial infectivity or viabily.
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-(G) 交る削和 |
有効 ろ 骨肖 面 積 とは る導 に 関す る 謝衝 であり、 ろ過 に 寄与 し な い手基部な

. どの膜 面積 は除外 され る 。 ]
・ 中 空糸膜 の 場合 、 膜の外側 よ 9 廃 の 内側にろ過する場合 (外圧 ろ過 ) と膜 の

- 内部 よ り外側に 向けてろ過する 場合 (内 圧る ろ過) が あらが、 前 者 の 場合 は左 の
外面の面積を 、 後者の場合は春の内 側 の 面積で計算され る 。。

(3) 定 恩 した 状態での 涼菌 また は殺貞
定 世し た状態で の濾曽また は殺菌 と は 、 すべでの志和をに りり

た まま 減菌 ま たは殺菌するという ことを意味する
小 菌 は 病原 性を有する 役 生 物 ( 細導 類 ) 、 ウイルス 、 毒 を 分衣、 少役 。 計

編 な どを 行う にあたり これ らち の 物に寺 し て容を及 人ほすすべて の 和 生物 ( 細 曽、
- フ ォージ類 など ) を系 の 中より 取り 除く為に行う操作で ある 。 ま た殺菌は領生」

伯 を 先 流 させる 葵しく は大洒 力を 大 わせる 5 に 行う 損 作である。
(e ) 使い 捨ての部分 唱

夏 菌 ・ 委 曽 を 存 い 2 回以上使用 するも のではなく、 1 回 の征用も し く は洪
・ 殺商工 程 を経ず 用いる 部 2分高 を 言 う 。 部 分卓 の 種類 は スパ イ ラル型そジュ ー

ー ル 、 中 低 系型 モジュール チェーブ型 モジュール、平板型 ぞジュー ル などの型
式 があるが、 クロ スプ ロー ろ過を行う も の に限定 され る 。

(f ) 了液の光化 を 行 な う た め に 専用 設計 した も の
- 邊波 の 浄化 を 行うた め に 専用 設計 し たも の は 、 電から 除 介さ れ て いる 。
除外 対象は 、 難病治療に 用 いる古流浄作装置 で ある が、 厚生 労働作 の 某事

: に基づき、 当該装 置の 「 和承認」 若しくは 「謡誕 」 を受け 、 「 承 認状 号」 着 し く
は「 堆 征 状 号 が付さ れた もの 、 又は ーー ニュム ニョ ささ に対する愛理 ・
- 色 を 有する も ので、 血液中の靖因 性物質 を 除去する 目的の医療機器で ある。

お 細則 渦 宙 嘆き 「 紅詳 」 お US 了油拳 務 斉 = 4 条 、ドニヤードル人人
_ 弄 証に ついて は 、薬事法第 2 人 条 の ぢ 、 施行 規則第 1 1 5 案 、・「輸出品 に 関す

る 届け 出 」に つい て は薬事法 施 行 令第 7 4 条 、 施 行 規則第 2 6 5 休を 参照。

- 前



- 第 9 章 Q&^ 事 例 集 = 5

3. 1 還出人別表 第 + の 3 の 2 項 (2) 1 「物 理 的 封じ 込め装置」 関連
Q 1ー ュ :安全キャ ピビネ ッ ト は 、 構 造及び 性 能 に より クラ ス 1、I (開放 形 ),、 並びにーラ ス T (密閉 形 ) に分 類 さ れ ま すが 、 クラ ス m のみ導 する の で し ょ うか 。
A1 ュ ーュ :: 先ず 、 平成 2 8 年 1 1 月 の 改正 によって安全キャ ビ ネ ッ トの規制が変更にな り

- 事 し た の で、 本ガイ ダン ス の 「1. 】 物理的 封じ 込めに 用 いち れる角置」の 内 傘 ]
、- を 確認 じ て 下 きい 。 ーー ] - -
-. 政 正 の 結果、竹 令 一号 ロ に おお いてク ラス ー 析 突 全 キャ ビビネッ ト を 含安全 キャ 」

ビネ ッ ト 全体 を規制 項目 とし、 その 上で同 ロ (一 うー (回 ) の規制仕様の全てに談
- 当する も の を規制 の 対象と して いま す 。

クラ スー マジいやニニ か 規抽 仕様の 全て に該当 せず規 制 の 対象に ・
なりません。一方、クテス ー 廿 は規制 仕様 の全てを 満た している ので、 規 制の
対象にな り ます 。 (ボカ イダ ンス 、 表 1 エー3 参 照ください 。)

Qt エー2 : 物理 的絆 し 込め レベ ルが P 3 又は P 4 の孝訓にに 用 いら れる 量 玉 PA フィ ル タ
ー を輸出する 場合は 輸出許可が必要で し ょ うか 。 また、 攻付する 取拓 説明 人

」 は役取引許可能 を取得する 必要 があ 9 ますか。

ムな ユー2 : HEPA フ ィ ル ター を単体で 輸 田 する場合、 リ メド直人泊で 1 6 拓
該当となりまず。 上由 って 、 随付される 取投説明 書 につい で も 同様になり ま す
の で、 キャッ チオー ル規制に よる原客 ・ 用 途 確 認 手続 きをし て 下さ い 。
但し、 単体 の 理 選 PA フィルター "が リスよ規 制非該当であって も 、 取扱計

- 書 にリス ト 規制貨ほめ (例え ば P 8 若しくは P4 施鋼等 ) の設誕 、 製造又は 使用
の投術係る内容 が記載 されて いる 揚 合 は夫抽技箱談 当する 可能性が あ
. り ます 。

なおお、 当談品につい て は、 輸出注意高 [ 希 「大遂に便 る
頂完輸出 規制た 関する 輸出 手続等について 」 < 1 . - 輸出 者 が確認すべ き 事
項 (8) 1) に お いて仕向 地 が がシリ ア の場合の 《ファ ン 付 著モ 避 フィルター)
が 特に慎重に顧客・用途 確誤すすストド和ま れ て ポりに
義が ある場合柱経済 産業 省に相談ざれた方が 良いで し よう 。
また 、 仕向先が 北朝 災の場合 「 国際軍合 安 全 保障 理事 会決落第 1718 撮 に < 基づ
く 北朝鮮向 け 大 量 破 震 兵問 等 関連貨物等 の 輸出 禁 目 措置 に つい て ( 答 出注意 .
2 によりに誠にに 指定 きれている こと に は ご

意くだ さい。

は



ーッ
SE お

2 輪軸人列表第 1 の き の 2 項 (2 2 「 先隊和 」 関 連
To 2 一 1 : 秦 閉式の反応整の該非判定は、し (2) 1 で の み 、 訪

非判 定 を 行えをぼ よ いで し ょ うか 。 輸出 令 列 表 第 + の 3 の 2 の 項 の - (2). 2 の
発酵 構で 、 講和 症を しな くても よい の で しょ うか。

ーーついて まず輸出令 1 (2)
入信人る 2 項 第 』 与 で訪非判定 します。 次に発酵西とし て 用

こと が できる も ので あれば 、 . 輸出 令 別 表人第 1 の 3 の 2 の 項の (2)・2、信条の る 特区での時を
| 発禁槽 は 、 通常 、微 生物 を 利用し て 物質を 生産する容器 をいい ます の で 、. 発
酵西 と し て 用 いる こでき る 反応 雪は 信和定を すべき と 考えら れる と
良いで し ょ う 。

3.8 栓列表 第 1 の 3 の 2 項 (2) 8 「遂分機関連
9 3 1: 質物 等 省令 第 2 条 の 2 第 2 項 第 三 号ロで規制され る 、 研磨 し たステ ン レ ス魚

は チタ ン で構成 され でいる も の と は、 ど の範囲を 言う ので し ょ うか 。

A 3 1: 分 陵 しよう と する流体が、 当 訪作 分機 と接する 生還 ( 接痢 ) を 言いま 」
すず

|Qa 一 25 部区 障 の 現 側たついて 、 作る では、 ( 和式 の疾 人痢で あっ て 」 とあり
ます が、 連続 式の 定義は どの ょう 51 に 考え れれば良いで しょ うか 。

3 、

、 ペ ョ ー ダ : 連続式の人分議とは 、 炒 置 を 上 める こ と な く 天半液等を連続して供給す
る と同時 に 、 連 続して排 田 する 機能 を 備えたもの を 言います 。 従って、中に

. 二装引 を 某きめて蓋をし て 遠心 分離してか ら 、 一頻 連 を正 め て再度 培疲 を
、 仕込科パ ッ チ 式のもの は俳 該当です 。

4 給没 別 表 第 1 の 8 の 2 項 (2) 4 「ク ロスフロー ろ過 用 の装 信」 関連
Q4 一 1.: 全 ろ包装 置 とし て設玉生 人 と を想定 している装置であっても 、- 洗浄用 |,

"の 配管 な ど が付い ている た め 、 洗列 時 に 一 時的 に クロス フ ロ ータろ過と 似 た湖ー と な るょうに っ いて は、 リス ト 規 制健の 対象 と 考え る べき で し ょ うか。
- 信 4 オー ュ | 財 未 ろ肖 式 と外基ろ 3 方式 の別 を前わす 導 ら 全ろ過用に革 し使用



- 衣 、

か

すること を想定 し て いる 装半 や モジュ ー ル等につい て は 、 洗汐時 に 一時的に
クロ ス フ ロ ー ろ 過 と 信 た流れ にな って し まう よう な も の に っついても、そ の装
上の 和信 か らち 考 えて 3 の 2 項 (2) で提定 する クロスプ ロー 通用 の装や

モジュール等 に は当たら な いと 考えられます。
例えば『、 洗 浄用の 配管が付いて いるモジュール 等 であって も 、 その配管
仁和の 人 和 ロ字ペ て クロ ス アロ ーら油と して の 機を の に末
すこ と が で きかな い程 度 に 小さく 、 加え て 、 洗浄時 に 一時的 に 解放 し て 使用す
ること の み を設計 時 に想定しており、 常時 開放 し て 使用する こ と は想定して
いな いよ うな も の に つい ては 、 許可 対象 には 該当 しませ ん。 ( 膜 モジ ュー

~ ル内の空気 を 抜くため の配管にた ついて も 同様です 。- ) ーー
ただ し 、 全ろ過 用 とクロ ネス フロ ー ろ過 用の いずれ と し てや使用可能 である よ .
うう に設計され た装置や モジ ュール等に ついて は規制対象 どなりえますので 、.
解秋 に 話 義 堆 あ る ときな どは 、 個別に人 人保障包 見 衝克 吉 に ご相豆 下さ い 。

4 - 2 : 定 し た折 能 で各の了前または 投下 を するこ と がで きる も の と なっでいま
す が、 人的 にどの よう な 装 困 のこと を 言うの でしょ うか っ

A4-2 : 当り信け た状態で全体 を江曽 また は条 間 できる こ と が 可
能な装置のこと を 言い ます 。 例えば 、 茹 性ツーダ 、次陳楽酸ツーダ な どの
化学 要品 "* 凡 い る 前馬の骨当なが 誠人
りま す 。

還計 TP と がで きち も のとは物理 : 公学前 手法 によっ
で 当鉱装堅から 金底の生き て いる 微生物を 除 志 あるいは 当該半誕 中の 洪在 的
な答座 物 の伝染方 を 破 療する こ と が できる も の を 言い ます 。 但し。 . 盛答稀

、 條 字 の往生 物の 全を低読するため の攻剤な どを用いた沈香の み し か で き
ないやのは 「濾 黄 ・殺菌 」の多隊でほな い。 すなわち洗次処理し かでき な い /・
よう に攻計き た旨はです。 - ーー

人を 用 いた も のは除く を な っていま す が、 逆肖衝 諾 の 定義 はどの ようo4-3 :
人なも の ですか 。

A4ー3 :「 近 月 訟 」 は 逆 電 透 洛 (Reerse 0mmosis ) RO) に 用い る 膜です。 JISK
3802 席用語 .No、1004 に て「 弄 両側の 溶被韻の 浸透 圧 差 以上の 圧力を 高濃度

、 波 側 に 加 え 、 溶液 (又は 水 ) を浴質から 選 択的に 低洒度流側に 移行 させ る こ
と によっ て 両者を 分離するのに用い る 半 租 膜 (reverse osmosis membrane )」 ーー
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